資料３
「保健事業」（特定健診受診率・特定保健指導実施率の向上）の事業運営の広域化
■大阪府（事務局）からＷＧメンバーに提案（両ＷＧともに同じ内容）
・平成26年2月20日　第２回標準設定ＷＧ
　　・平成26年3月 7日　第２回財政運営ＷＧ


○ 特定健診、特定保健指導の受診率等向上策の取組みを広域化等支援方針に位置付けできないか？(H27～)

　・大阪府の広域化等支援方針においては、現状、保健事業に関する記載はない。

　・一方、国の広域化等支援方針策定要領においては、事業運営の広域化の１つとして、保健事業の広域化が定められているところ。特定健診・特定保健指導の受診率向上策や効果的な保健指導プログラムの共同開発・共同実施や、研修会の実施等が定められている。

　・特定健診、特定保健指導の実施率は、目標値との乖離が大きく、かつ全国平均を下回っていること、また、被保険者の生活習慣病予防及び医療費適正化の観点から、重点的な取組みが必要。

　・特定健診、特定保健指導の受診率等を向上させ、被保険者の生活習慣病等の疾病予防を図ることは、医療費の適正化につながり、保険財政の安定化にもつながる取組みである。

・そのため、広域化等支援方針に位置付け、受診率等向上策の広域的な取組みを進める必要があるのではないか。

	年度
	特定健康診査　受診率（市町村国保）
	特定保健指導　実施率（市町村国保）

	
	目標値
	実績（H23全国平均）
	実績（H23大阪府平均）
	目標値
	実績（H23全国平均）
	実績（H23大阪府平均）

	H24
	６５％
	３２．７％
	２７．３％
	６０％
	１９．４％
	１２．５％

	H29
	６０％
	
	
	６０％
	
	


○　具体的に何をするのか？

　・収納促進対策連絡会議で検討し実施したような保健事業における研修会や、意見交換会等の実施。

　・府特別調整交付金を活用した、実効性のある、受診率、実施率向上策を府と市町村とで検討。など


■ＷＧメンバーからの主な意見・・・両ＷＧともに賛同
○「担当者研修」やってもらえたら、意見交換できてよい。

○他のブロックの同規模市と意見交換できる。

　　○受診率はどことも低いので、ぜひやっていってもらった方がありがたい。など


■今後の方向性について【案】

　　○次期支援方針に、新たに保健事業（特定健診、特定保健指導の受診率等向上）

について位置付けする方向で検討をすすめる。

　　○具体的な内容は、平成26年度の研究会で検討。
